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1.​ アナライズ 
1.1.​ CPM／配信ダッシュボードの新設 

新しい2種類のダッシュボードを追加しました。 

1.1.1.​ CPM（Customer Portfolio Management）ダッシュボード 
RFM区分を組み合わせて、顧客毎にCPMグループ名を設定し、分
析ができます。 

●​ 顧客を、新規獲得顧客や優良顧客、離脱顧客などのCPM
グループに分類し、レポートを確認することが可能です。 

●​ CPMグループの推移も確認できます。 
●​ CPMグループ名は、会員情報（最新）、注文情報（注文前と
注文後）、会員別の各月末時点を保持しており、アナライズ

での各種分析に利用できます。 

※ご利用には、弊社で設定が必要ですので、ご連絡ください。​
​ ※CPMの分類の基準にRFMを利用しています。​
​ ※RFMの閾値変更をご希望の場合は弊社までご連絡ください。​
​ ※CPMグループの定義は変更可能です。 



1.1.2.​ 配信ダッシュボード 
配信情報に関する複数のウィジェットが連動した画面を追加しまし

た。 

●​ ウィジェット内でデータを選択することで、他のウィジェットへ
結果が反映されます。 

●​ 関心のあるデータを、タブを切り替えることなく、同一画面内
で掘り下げて分析が可能です。 

たとえば、下記のように「配信一覧」ウィジェットで見たい

データを選択すると、「配信日別開封率・クリック率（クリック

会員数/配信数）」ウィジェットの内容が変わります。 



1.2.​ ユーザ定義テーブルの機能拡張 
「ファイル」機能で作成したCSVファイルや、外部サーバ（SFTP・AWS S3な
ど）に配置されたCSVファイルを、ユーザ定義テーブルへ直接取り込みでき
るようになりました。 

1.2.1.​ 利用例：「ファイル」機能→ユーザ定義テーブル更新機能 
●​ 「ファイル」機能で作成したCSVファイルをユーザ定義テーブ
ルへ取り込み、多次元分析レポートや顧客グループ作成に

利用することが可能です。 
●​ 「ファイル」機能側で繰り返しスケジュールを設定すること
で、指定のユーザ定義テーブルを定期的に更新することが

可能です。 

 

1.2.2.​ 利用例：SFTP・AWS S3など→ユーザ定義テーブル更新機能 
●​ お客さまご指定のSFTP・AWS S3など、外部環境にある

CSVファイルをユーザ定義テーブルへ取り込み、多次元分
析レポートや顧客グループ作成に利用することが可能で

す。 
●​ 繰り返しスケジュールを設定することで、指定のユーザ定義
テーブルを定期的に更新することが可能です。 

 



1.3.​ 商品グループIDによる商品別レポート集計の対応 
カートタグ／ファイル、注文タグ／ファイルに商品グループIDを指定して連
携することで、商品別レポート、日別レポートにおいて、商品グループID単
位での集計が可能になりました（従来は、商品IDのみで集計可能でした）。 

◆従来の、商品IDでの集計結果

​
​
◆追加された、商品グループIDでの集計結果​



1.4.​ レポートメールのサーバ出力、自動連携に対応 
多次元分析レポートをメール送信する際、宛先のドメインが「

@eci.scinable.com」で終わるメールアドレスを指定すると、指定したメール
アドレスへレポートが送信されず、設定したサーバ（※お客さまご指定の

SFTP・AWS S3など）へダウンロードできるようになりました。​
​
例）download@eci.scinable.com 

 

※ご利用には、弊社で設定が必要です。また、出力先サーバの情報をご連

絡いただく必要がございます。  

http://eci.scinable.com
mailto:download@eci.scinable.com


1.5.​ 特定のレポートに「全体の合計のみを出力」を追加 
多次元分析の下記のレポートにおいて、「全体の合計のみを出力」を追加しまし

た。 

●​ 訪問と注文 
●​ 訪問とコンバージョン 
●​ 訪問と注文とコンバージョン 
●​ 配信情報(旧) 
●​ 配信情報 
●​ イベントと訪問と注文 
●​ イベントと訪問とコンバージョン 

 

1.6.​ レポート指標の拡張（CVR、平均注文金額など） 
多次元分析の下記のレポートにおいて、集計値により実践的な分析指標を

追加しました。 

●​ 配信情報レポート：「クリック率」「平均注文金額」「CVR」 
●​ 訪問と注文とコンバージョン：「平均注文金額」「CVR」 
●​ イベントと訪問とコンバージョン：「平均注文金額」「CVR」 

※CVR = コンバージョン件数 ÷ 訪問数  



1.7.​ カスタムピボットで、集計項目と集計値へのSQL式対応 
カスタムピボットにおいて、集計項目と集計値でSQL式を利用できるように
なりました。​
集計項目は「データソース」のテーブルのみ、集計値は「集計データのテー

ブル」のみ加工が可能です。​
​
（例）dim1とdim2を&文字で結合し、dim1+2という集計項目名で設定​

 



 

2.​ メルマガ 
2.1.​ AIによる、タイトル・本文の自動生成機能追加 

タイトル・本文中の[AI]ボタンより、メールの概要を記載すると、タイトルや本
文をAIが生成する機能を追加いたしました。 

なお、AI機能のご利用は、下記のAI利用規約へ同意いただいた上でご利用
をお願いいたします。​
https://www.scinable.com/ai-terms 

◆タイトルのAI生成画面​

https://www.scinable.com/ai-terms


◆本文のAI生成画面​



2.2.​ HTMLメールからのテキスト抽出機能追加 
HTMLメール内のテキストのみを抽出する機能を追加しました。​
​
下記の赤枠のボタンを押すと、HTMLメール内のテキストやスクリプト部分
の記述のみをクリップボードへコピーしますので、テキストメール内で貼り付

けていただくことで、テキストメール作成の手間を削減できます。 

 
2.3.​ テンプレートに閲覧モードを追加 

サンプルテンプレートに閲覧モードを追加しました。​
テンプレートを個人用へコピーすることなく、内容の確認ができるようになり

ました。​

 



2.4.​ メルマガ全体のサムネイル画像自動生成機能追加 
メルマガを作成して保存し、コンテンツ設定画面へ戻ると、下記赤枠のよう

に自動でサムネイル画像が生成されるようになりました。 

 

↓↓↓ 

 



2.5.​ テンプレートのアイコン画像簡易生成機能追加 
下記のようなメールを作成し、赤枠の「撮影」ボタンを押すと、アイコン画像

を簡易生成できるようになりました。 

 

↓↓↓ 



2.6.​ 送信元アドレス・送信元名の動的変更機能追加 
メルマガ本文で、下記の変数名を#setで指定すると、送信元アドレス・送信
元名を動的に変更できるようになりました。 

ドメイン（＠マーク以降）は、メールのコンテンツ編集画面で選択したFromド
メインに自動変換されます。 

#set ($eml_from_address="Fromアドレス（@マークより前の部分）")​
#set ($eml_from_name="From名前") 

（例）Fromドメインが「@example.com」の場合​
#set ($eml_from_address="campaign")​
#set ($eml_from_name="Scinableキャンペーン事務局") 

と本文に指定したメールのみ、メール配信時は「Scinableキャンペーン事務
局 <campaign@example.com>」が送信元アドレス・送信元名となって送信
されます。​
本文に指定していない場合は、デフォルトの送信元アドレス・送信元名で送

信されます。 

2.7.​ 返信先アドレスのデフォルト設定機能追加 
返信先アドレス（Reply-To）のデフォルト値を設定できるようになりました。 



2.8.​ プレビュー件名設定機能追加 
プレビュー時の件名を設定できるようになりました。 

 

2.9.​ 同じメールアドレスへ複数店舗から配信するメルマガを別々に開

封計測（多店舗対応） 
メルマガの開封判定はデフォルトで、配信ID×メールアドレスで実施しており
ますが、新たにサブID（ランダム値）も使用した開封判定が可能になりまし
た。​
※この機能は、デフォルトではOFFです。​
※ご利用には、弊社で設定が必要です。 

（例）モール運営者が同一の配信をストアAとストアB用に同一メールアドレ
スを持つユーザ1に対して配信している場合 

ストアAのメルマガをユーザ1が開封すると、ストアBのメルマガをユーザ1が
開封していなくても開封したことになってしまいます。 

　↓本設定をONにする 

ストアAのメルマガをユーザ1が開封し、ストアBのメルマガはユーザ1が未
開封の場合、ユーザ1はストアAのメルマガのみ開封した扱いにできます。 

2.10.​ 配信除外の条件をメールアドレス以外に変更できるよう対応 
配信除外の条件は、デフォルトではメールアドレスになっていますが、メー

ルアドレス以外にしたり、メールアドレスと他の項目を併用することができる

ようになりました。 

※ご利用には、弊社で設定が必要です。  



2.11.​ メルマガ編集領域をリサイズできるよう対応 
メルマガ編集画面において、編集領域とプレビュー領域を区切る縦線をド

ラッグすることで、編集領域をリサイズすることができるようになりました。​

 

2.12.​ 画像選択時に画像名（表示名、登録名）を表示するよう対応 
画像ダイアログにて、画像名を表示名と登録名に分けて表示されるように

なりました。 

表示名は、お客さまがアップロードされた時のファイル名です。​
登録名は、ECIが画像をサーバへアップロードした際に付与され、実際にメ
ルマガコンテンツ内で利用される画像のファイル名です。​

 



3.​ LINE 
3.1.​ 要請メッセージの表示タイミングを、ユーザが選択できるように対

応 
LINEのMessaging APIを用いた連携をする際、下記のような連携用ダイア
ログから連携する必要がございますが、この連携用ダイアログはデフォルト

で、下記のタイミングで表示されます。 

●​ 友だち追加時 
●​ ブロック解除時 
●​ トリガーメッセージ送信時 

 

この連携用ダイアログを、「トリガーメッセージ送信時のみ」に限定するよう、

設定可能になりました。  



4.​ ファイル 
4.1.​ 外部サーバ（SFTP・AWS S3など）への連携機能追加 

「ファイル」機能で作成したCSV・TSVなどファイルを、外部のSFTP・AWS 
S3などへ連携できるようになりました。 

本機能をご利用になる場合、お客さまの方で外部連携先のご用意と、ECI
管理画面で連携先の設定をする必要があります。 

◆外部連携先設定画面​

 

◆ファイルごとの外部連携先設定画面​



4.2.​ 出力されるファイルに、文字コードの変換表を適用する機能を追加 
ECI内部のデータを出力する際、指定の文字コードに変換して出力すると、
変換後の文字が存在しなかったり、まったく異なる文字になってしまうケー

スが存在しています。 

その対応として、予め文字コードの変換表を作成し、ECI管理画面からアッ
プロードしておくことで、出力するファイルの文字コード変換トラブルを防止

できます。​

 

5.​ 各チャネル 
5.1.​ 重複除外の条件をメールアドレス以外に変更できるよう対応 

重複配信を除外する条件は、デフォルトではメールアドレスになっています

が、メールアドレス以外にしたり、メールアドレスと他の項目を併用すること

ができるようになりました。 

※ご利用には、弊社で設定が必要です。 

 



6.​ シナリオ 
6.1.​ 顧客フィルター設定シナリオに対して、アイコンを表示する機能を

追加 
顧客フィルターが設定されているシナリオに対して、シナリオ一覧画面のシ

ナリオ名の下・シナリオ詳細画面のシナリオ名の横に、アイコンを表示でき

るようになりました。 

シナリオ一覧画面で、一目で顧客フィルター指定有無が確認できます。​

 

また、シナリオ詳細画面では、シナリオ名の横にアイコンと顧客フィルターに

指定している顧客グループ名が確認できます。​



6.2.​ 接客ウィジェットの追加 
シナリオで抽出されたユーザーに対して、接客を表示できるようになりまし

た。 

 

接客ウィジェットをドラッグ&ドロップすると、上図のようになります。 

この設定は、下記のような挙動になります。 

1.​ シナリオ実行日時に、購入回数1回の顧客を抽出 
2.​ 1で抽出された顧客に対して、「ターゲット」で指定した接客サービス
を1時間後〜3時間後の2時間だけ表示 

なお、接客ウィジェットで指定する「ターゲット」の接客サービス側の表示条

件は、「シナリオの会員に表示」にしておく必要があります。​
詳細は、『9.4 表示条件の対象ユーザーに、「シナリオの会員に表示」を追
加』をご覧ください。 

 



7.​ 顧客グループ・顧客セグメント 
7.1.​ 利用中のセグメントを削除できないよう対応 

シナリオや各チャネルなどで使用中の顧客グループや、顧客グループで使

用中の顧客セグメントを削除しようとすると、下記のようなエラーメッセージ

が表示され、該当の顧客グループ・顧客セグメントが削除できなくなりまし

た。 

これにより、利用中の顧客グループや顧客セグメントを誤って削除してしま

うことがなくなります。​

 

7.2.​ セグメント属性「カスタム」に、項目「回数」を追加 
セグメント属性「カスタム」に、新たに項目「回数」を追加しました。 

これにより、指定のカスタムタグが送信された回数でセグメント可能になりま

した。​



8.​ アンケート 
8.1.​ 公開ボタンで、公開済みかどうかが分かるよう対応 

アンケートの「設定」タブにございます「公開」ボタンを改良し、アンケート修

正後に公開していない場合は「公開」ボタンに、公開した後は「公開済み」ボ

タンになるよう対応しました。 

なお、「公開済み」ボタンはクリックできないようになっています。 

◆「公開」ボタン​

 



◆「公開済み」ボタン（クリック不可）​



8.2.​ Webhookメニューを一般メニューへ統合 
従来まで、アンケート詳細画面の「設定」タブ内で別メニューだった「

Webhook」を、「一般」メニュー内に移動し、統合しました。 

◆従来​

 

◆統合後​



8.3.​ アンケートの回答を削除できるよう対応 
アンケートの回答を個別に削除できるように対応しました。​

 

8.4.​ 質問画面・確認画面・完了画面で共通設定できるヘッダー・フッ

ターを追加 
アンケート詳細画面の「デザイン」タブで、質問画面・確認画面・完了画面で

共通のヘッダー・フッターを設定できるようになりました。​



8.5.​ 「回答を保存」オプション、「バルクロード」機能の廃止 
アンケート詳細画面の「設定」タブで、「回答を保存」オプション、「バルクロー

ド」機能を廃止しました。 

これにより、回答は常に保存されるようになります。​
また、大量のアクセスが集中する場合の対応が可能になる「バルクロード」

機能は、利用頻度が低いため、機能自体を廃止しました。​

 

8.6.​ 回答内容のメール配信を、回答者と担当者で別々に設定できるよ

う対応 
従来まで、アンケート回答内容をメールで配信する際、回答者と担当者で同

じフォーマットのメールしか設定できませんでしたが、回答者用のメールと担

当者用のメールをそれぞれ設定できるようになりました。 

 

9.​ 接客 
9.1.​ プロモーションごとに配信比率を設定できるよう対応 

従来まで、複数のプロモーションを設定すると、均等に配信されておりまし

たが、新たに配信比率を設定できるようになりました。​



9.2.​ プロモーションのA/Bテスト機能を強化 
プロモーションのA/Bテスト機能が強化されました。​
テスト判定日に基づいて、あらかじめ設定した配信比率に自動で切り替え

が可能になりました。 

●​ テスト日 
○​ A/Bテスト結果の判定日です。 

●​ 期間 
○​ テストを実施する期間です。「テスト日」以前の日数が対象
期間になります。 

●​ 評価指標 
○​ テスト日に判定する基準となる評価指標です。​
クリック（率）、コンバージョン（率）のいずれかを選択いただ

けます。 
●​ アクション 

○​ テスト結果が出た後、ランキング順位ごとに、どの配信比で
配信するかを設定します。 

 

上図の設定内容ですと、下記のような挙動になります。 

●​ プロモーションID: 305と306を配信比5:1で配信 
●​ 2025/05/27〜29の3日間でA/Bテストを実施（配信比は5:1のまま） 
●​ 2025/05/30になるとA/Bテスト結果が出るので、クリック割合が1位
だったプロモーションと2位だったプロモーションの配信比を3:1に更
新  



9.3.​ サンプルテンプレートを階層で分類、閲覧モード追加、テンプレート

大幅拡充 
サンプルテンプレートを階層で分類するようになりました。​
さらに、汎用的にご利用いただけるサンプルテンプレートを大幅に拡充しま
した。​
※本機能は2025年7月中旬〜下旬頃に実装予定です。​

 

↓「モーダル」をクリック 





また、サンプルテンプレートに閲覧モードを追加し、コピーしなくてもサンプ
ルテンプレートの動作確認ができるようになりました。​
※閲覧モードではテンプレートの保存はできませんので、ご注意ください。 

 

 

9.4.​ 表示条件の対象ユーザーに、「シナリオの会員に表示」を追加 
表示条件の対象ユーザーに、「シナリオの会員に表示」が追加されました。​
シナリオで抽出された会員に対して接客を表示する場合、指定する必要が

あります。 



9.5.​ 表示条件に曜日・時間の設定を追加 
表示条件に、曜日・時間の設定を追加しました。​
これにより、より細かい日時条件で接客の出し分けが可能になります。​

 

9.6.​ サービス・プロモーションにメモ機能を追加 
サービス・プロモーションにメモを追加できるようになりました。 

◆サービスのメモ欄​

 

◆プロモーションのメモ欄​

 



9.7.​ プロモーションをコピーする機能を追加 
プロモーションをコピーできるようになりました。 

 

↓コピーボタン押下 

 

9.8.​ すべての公開ボタンを廃止 
サービス一覧画面右上にあった「公開」ボタンを廃止しました。​
これまで、複数の接客サービスを一括で公開されていたお客さまにはご不

便をおかけしますが、個々の接客サービス内で公開をお願いいたします。 



10.​ チャット 
10.1.​ ライブ画面のすべてのチャットで未読メッセージがあると、通知音

が鳴るオプションを追加 
ライブ画面を開いている時に、一度でも開いたチャットルームに未読メッ

セージがあると、通知音が鳴るようになっていましたが、一度も開いていな

いチャットルームに未読メッセージがあっても通知音が鳴るオプション機能

が追加されました。 

※ご利用には、弊社で設定が必要です。 

 



10.2.​ チャット以外に、メッセンジャー専用の接客プロモーション・検索・

WebサイトURLを表示できる機能を追加 
チャットだけでなく、メッセンジャー専用の接客プロモーション・検索・Webサ
イトURLをメニューとして追加できるようになりました。

 



 

10.3.​ 複数のチャットデザインを設定する機能を追加 
チャットデザインを複数設定可能になりました。 

チャットを表示させたいページによって、異なるデザインでチャットを表示さ

せることが可能になります。 

 

10.4.​ ボットのフローを検索する機能を追加 
チャットのテキスト入力欄に単語を入力して送信すると、その単語を含む

チャットボットのフローを検索し、レスポンスする機能を追加しました。 



（例）「価格」というメッセージを送信​
→「価格についてはこちら」がレスポンスされる。​

 



11.​ サーチ 
11.1.​ サジェストで、複数キーワードをソートせずそのまま指定するオプ

ションを追加 
複数キーワードをスペース区切りで入力された際のサジェストにおいて、従

来までは複数キーワードをソートした結果をレスポンスしていましたが、ソー

トせず結果をレスポンスするオプションを追加しました。 

たとえば、「THE NORCE FACE」のように、キーワードの順番に意味がある
場合に、従来は「FACE NORCE THE」とサジェストキーワードがレスポンス
されていましたが、これを解消することが可能になります。 

11.2.​ 検索フィルタ・類語辞典で、複数キーワードをダブルクォーテーショ

ン区切りで1つの単語として扱う機能を追加 
検索フィルタ・類語辞典において、スペース区切りの複数キーワードをダブ

ルクォーテーションで囲うと、1つの単語として扱えるようになりました。

 

11.3.​ item.tsvのstring・number・disp項目数の拡張に対応 
item.tsvのstring・number・disp項目数はそれぞれ上限が決まっておりまし
たが、拡張することが可能になりました。 

拡張には別途設定が必要です（有償です）。 

11.4.​ グループ商品機能利用中かどうかを管理画面で確認できるよう対

応 
グループ商品機能を利用している場合、クロール画面のタイプに「グループ

商品」と表示されるようになりました。



11.5.​ Webサイトのクロール機能追加 
指定のWebサイトをクロールし、チャット内でクロールした情報を検索できる
ようになりました。 

※ご利用には、インデックス追加オプションが必要です。

​

 



11.6.​ 検索APIのレスポンス項目の一部変更 
リクエストパラメータに指定したnumber項目を、レスポンスの「response > 
index > summary > query」から「response > index > summary > 
facetQuery」へ移動しました。 

12.​ 顧客 
12.1.​ 任意の予備項目で検索できる機能を追加 

会員データの予備項目（予備項目1〜20、数値予備項目1〜10）を検索項
目に追加できるようになりました。 



13.​ データ連携（タグ、ファイル） 
13.1.​ _setSessionタグ、_trackSessionタグの引数にopt_operatorを追

加 
既存のセッション値に対して、指定された演算子で計算された値をセットす

ることが可能になりました。 

 

下記の例ですと、id=1のセッション値は4000（3000+1000）となります。 

_scq.push(['_trackSession',  '1',  '3000' ]);​
_scq.push(['_trackSession',  '1',  '1000',  'plus']); 

13.2.​ _setCustomVarタグの会員ID（customerId）・会員ランク（
customerLevel）を暗号化してCookieに保存するよう対応 
_setCustomVarタグでCookieに保存される会員ID・会員ランクが、暗号化さ
れて保存されるようになりました。 



13.3.​ 会員データファイル（member.tsv）に、「メルマガ登録解除リンク」
の項目を追加 
メルマガ登録を解除するためのURL（会員ごとに異なる専用のURL）を、会
員データファイル（member.tsv）の「unsubscribe_link」項目へ連携できるよ
うになりました。

 

メルマガ本文で、ワンクリックでメルマガ登録解除するためのURLを差し込
んでメルマガ配信できます。 

また、弊社での設定が必要となりますが、「unsubscribe_link」項目へ連携し
ていただいたURLを、メルマガ配信時にメールのList-Unsubscribeヘッダに
メルマガ登録解除用URLにセットすることも可能です。​
この設定をすることで、メーラーの「登録解除」のようなリンクのURLを「
unsubscribe_link」項目に連携されたURLに変更でき、受信した会員がその
リンクをクリックすることで、メルマガ登録解除することができます（下記は

Gmailの例です）。​



14.​ ユーザ管理 
14.1.​ ロールグループ機能を追加 

複数のロールを1つのロールグループとしてまとめることができるようになり
ました。 

※本機能は、adminロールもしくはuserロールをお持ちのユーザのみ設定
可能です。 

補足：ロールについて　https://help.scinable.com/?page_id=462 
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